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第３３回標茶町農業委員会総会会議録 

 

                       開催年月日 令和 ２年 ２月２７日（木曜日）                

開催場所  標 茶 町 役 場 議 場 

○議 事 日 程      

第 １ 会議録署名委員の指名について        

第 ２ 会期決定について 

第 ３ 会務報告 

第 ４ 報告第 ８３号 農用地利用関係調整・あっせん申出に係る 

あっせん委員の指名について                １件 

第 ５ 報告第 ８４号 農用地譲渡申出に係るあっせん結果について         １件

第 ６ 議案第１７０号 農地法第３条の規定による許可申請について         １件

第 ７ 議案第１７１号 農用地利用集積計画の作成の要請について          １件 

 第 ８ 議案第１７２号 贈与税及び不動産取得税の納税猶予に関する証明 

             について                        １４件 

 第 ９ 議案第１７３号 特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する 

             法律第３条第１項の規定による承認申請について       １件 

 

○出席委員（１４名） 

    １番 澁谷  洋 君   ２番 高松 俊男 君   ３番 髙原 文男 君 

   ４番 橘  澄子 君   ６番 甲斐やす子 君   ７番 森田 享子 君 

８番 大泉 義明 君   ９番 渡邊 裕義 君  １０番 平間  清 君 

１２番 熊谷 英二 君  １３番 津野  斉 君  １４番 笛木 眞一 君 

１５番 髙橋 政寿 君  １６番 佐瀨日出夫 君 

 

○議事参与の制限を受けた委員（ １名） 

●●番 ●● ●● 君    

 

○欠席委員（ ２名） 

    ５番 嶋中  勝 君  １１番 類瀬 正幸 君   

 

○その他出席者 

事務局長 相撲 浩信 君         振興係長 小幡 裕也 君         

主  任 不藤さとみ 君         主  事 大河原 広 君 
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（会長 佐瀨日出夫君、議長席に着く。） 

 

◎開会の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） 只今から第３３回標茶町農業委員会総会を開会致します。 

只今の出席委員は１４名、欠席２名であります。 

よって、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定による定足数に達しておりますので、

本総会は成立致しました。 

                                 （午前１０時００分開会） 

◎開会の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） 直ちに会議を開きます。 

  

     ◎会議録署名委員の指名 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１。会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、会議規則第８２条の規定により、 

      ４番・橘 君    ６番・甲斐君  

を指名致します。 

 

◎会期の決定について 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第２。会期決定を議題と致します。 

 第３３回標茶町農業委員会総会の会期は本日１日限りと致したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、本総会の会期は本日１日と決定致しました。 

 

◎会務報告 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第３、会務報告を行います。 

 会務報告は印刷配布のとおりであります。 

 

◎報告第８３号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第４、報告第８３号、農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあ 

っせん委員の指名について、内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 

 報告第８３号について説明いたします。 

 農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあっせん委員の指名について、農用地利用関係調整・

あっせん申出に係るあっせん委員を次のとおり指名したので報告するものであります。 

 指名したあっせん委員は、別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 あっせん申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●● ●●
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●●さん。 

 申出面積、５３．７ｈａ。 

 指名年月日、令和２年２月６日。 

 申出の種類、売買。 

指名あっせん委員、渡邊委員、大泉委員、熊谷委員。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、番号１について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第８３号、内容１件は報告のとおり承認されました。 

   

◎報告第８４号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第５、報告第８４号、農用地譲渡申出に係るあっせん結果について、 

内容１件を議題と致します。 

 なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって 

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原 広君） はい。 

報告第８４号について説明いたします。 

農用地譲渡申出に係るあっせん結果について次のとおり報告するものであります。 

別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 あっせん譲渡申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●● ●

●●●さん。 

 あっせん委員長、渡邊委員。 

 あっせん委員、大泉委員、熊谷委員。 

 報告年月日、令和２年２月１２日。 

 譲受人、地番、価格等については下記のとおりとなっております。 

 土地の所在、字西標茶１５３－１。 

 現況地目、畑。 

面積、１２２，８１８㎡外３３筆、合計面積５３７，１２７．１５㎡。 

価格、１１，２９７，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 
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予定資金関係は、資金借入となっております。 

 なお、番号１につきましては、あっせん委員長であります渡邊委員より、報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊。 

 報告第８４号、番号１について報告致します。 

令和２年２月６日にあっせん委員の指名があり、令和２年２月１２日に大泉委員、熊谷委員と私、

事務局より相撲局長と大河原主事で役場中会議室において第１回あっせん委員会を開催致しました。 

あっせん委員長に私が互選されました。 

本件は、平成２５年度に農地保有合理化事業により、公益財団法人 北海道農業公社の取得した

土地を、●●●●さんが一時貸付を受けておりましたが、早期売買を行うものであります。  

詳細については、事務局説明のとおりであります。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びににあっせんにあたら

れました、９番・渡邊君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第８４号、内容１件は報告のとおり承認されました。 

（●●●●君復席） 

 

◎議案第１７０号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第６、議案第１７０号、農地法第３条の規定による許可申請につい

て内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 

 議案第１７０号について説明いたします。 

 農地法第３条の規定による許可申請について、農地法第３条の規定による農地等の権利移転（設

定）の許可申請があった下記の件について、議決を求めるものであります。 

 許可を受けようとする土地の表示は、別紙のとおり１件となっております。 

番号１。 

 譲渡人、●●●●●●●●●●●●、●●●●●●● ●● ●●●●さん。 

 譲受人、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野１０２５。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積は、３，６３２．８５㎡。 
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契約の種類、売買。 

 権利移転設定の理由、譲渡人は●●●●のため、譲受人は粗飼料確保のため。 

 資金調達の方法及び価格、自己資金４１，０００円。 

 世帯員又は構成員、譲受人４名。 

 畑、採放地につきましては、譲受人が２，００５，８２６㎡うち借入地が７３２，１９６㎡。 

 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 なお、番号１につきましては、調査委員であります笛木委員より、ご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

〇１４番（笛木眞一君） １４番・笛木。 

議案第１７０号、番号１について報告致します。 

２月１０日に事務局より調査依頼があり、２月１２日に現地調査を行ってまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認しました。 

譲渡人の●●●●さんは、●●●●のため農地を譲渡し、譲受人の●●●●さんは粗飼料確保の

ため、今回の申請となりました。 

権利を取得する、●●さんの構成員、所有地及び経営地の状況は記載のとおり確認致しました。 

●●さんが申請地を譲受け後、農地すべてについて、耕作を行い、農作業に常時従事するかにつ

いても、申請書に記載されたとおり確認しましたので、農地すべてについて耕作に常時従事すると

認められます。 

また経営面積は申請地を含め２００．５ｈａとなりますので、下限面積要件は満たしています。 

権利取得後に農作業に従事し、耕作することによる周辺農地への影響はなく、効率的かつ総合的

に利用されると認められます。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号に該当せず、要件を満たしておりますので、許可につ

いては問題ないと判断致します。 

以上で報告を終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１４番・笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

 （｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第１７０号、内容１件は原案可決されました。 

 

◎議案第１７１号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第７、議案第１７１号、農用地利用集積計画の作成の要請について、

内容１件を議題と致します。 

 なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 
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 番号１を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 議案第１７１号について説明させていただきます。 

農用地利用集積計画の作成の要請について、下記の農用地利用集積計画は、農業経営基盤強化促

進法第１５条第４項の規定により、利用権設定等促進事業の実施が必要と認められるので、標茶町

長に農用地利用集積計画の作成を要請することについて議決を求めるものであります。 

 作成を要請する農用地利用集積計画は、別紙のとおり１件であります。 

 番号１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●

● ●●●●さん。 

 土地の所在、字西標茶１５３－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１２２，８１８㎡外３３筆、合計面積は５３７，１２９．０８㎡。 

 利用権設定等の種類、所有権の移転。 

 利用権設定等の内容、普通畑及び採放地及び施設用地。 

 成立する法律関係、売買。 

 所有権移転の時期は、令和２年３月２日。 

 対価の支払期限、令和２年３月２７日。 

 土地の引渡時期、対価の支払日。 

価格は、１１，２９７，０００円。 

支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１についてはあっせん案件でありますので、改めての現地調査は行っておりません。 

以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第１７１号、内容１件は原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

 

     ◎議案第１７２号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第８、議案第１７２号、贈与税及び不動産取得税の納税猶予に関す

る証明について内容１４件を議題といたします。 

 お諮り致します。 
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 番号１から番号１４まで内容１４件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐 日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号１４まで内容１４件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 議案第１７２号について説明させていただきます。 

 贈与税及び不動産取得税の納税猶予に関する証明について、租税特別措置法第７０条の４第１項

の規定に基づき、適用申請のあった下記の者について、意見を求めるものであります。 

 本件につきましては、まず農業後継者が農地等の贈与を受けた場合の、納税猶予の特例について

簡単に説明をさせていただきます。 

 総会資料の１ページをご覧下さい。 

上の段の四角の中のですね、白丸３つの１つ目、贈与税の納税猶予制度は、農業経営の近代化に

資するため、民法の均分相続等による農地の細分化防止と農業後継者の育成を税制面から支援する

ために設けられたこと、２つ目に農業を営む者が、農地の全部及び採草放牧地などの３分の２以上

を農業後継者に一括して贈与した場合は、後継者に課税される贈与税の納税が猶予され、贈与者又

は受贈者のいずれかが死亡したときに贈与税は免除されることとなっております。 

 贈与税の納税猶予の特例制度は、一定の要件のもとに農業後継者又は農業相続人が農業経営を継

続することを前提に設けられております。 

納税猶予を受ける間はですね、３年毎に引き続き納税猶予の適用を受けたい旨の届出を税務署に

提出することが必要です。 

この届出に農業委員会が証明する、引き続き農業経営を行っている旨の証明書の添付が必要とな

っており、本総会で経営を継続しているか、いないかの意見を求めるものであります。 

それではですね、議案に戻ってもらって、議案の１１ページをご覧下さい。 

 番号１。 

地区名、●●●●。 

受贈者氏名、●●●●さん。 

 贈与者氏名、●●●●さん。 

 贈与年月日、昭和５５年９月６日、以下番号１４まででございます。 

 なお、番号４の●●●●さん、番号５の●●●●さん、番号１０の●●●●さんについては、後

継者へ農地を貸付ける事で、納税猶予を受け続けることができることとなっておりますので報告さ

せていただきます。 

今年度についてもですね、農地パトロールの中で納税猶予対象地について全て調査を行っており

ますので、笛木農地部会長より、農地管理の調査結果についての報告をお願い致します。 

○会長（佐 日出夫君） ７番・笛木君。 

○７番（笛木眞一君） ７番・笛木です。 

 議案第１７２号、番号１から番号１４について報告を致します。 

 令和元年１０月４日から令和元年１０月２３日にかけて、各班に分かれて農地パトロールを実施

致しました。 

農地パトロールにおいて、全ての納税猶予者対象の農地は、全筆適正に耕作されており、今後と
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も引き続き耕作する意思があることを確認しておりますので適正に管理されていると確認を致しま

した。 

 以上で報告を終わります。 

○会長（佐 日出夫君） 以上をもって番号１から番号１４まで内容１４件について事務局の説明、

並びに現地調査にあたられました１４番・笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐 日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐 日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号１４まで内容１４件については、原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１７２号内容１４件は原案可決されました。 

  

◎議案第１７３号 

○会長（佐 日出夫君） 日程第９、議案第１７３号、特定農地貸付けに関する農地法等の特例に

関する法律第３条第１項の規定による承認申請について、内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 議案第１７３号にについて説明させていただきます。 

 特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条第１項の規定による承認申請につい

て、特定農地貸付に関する農地法等の特例に関する法律第３条第１項の規定に基づき、下記の者よ

り申請があった特定農地貸付けについて議決を求めるものであります。 

 承認を求める土地の表示、別紙のとおり１件となっております。 

 本件につきましては、標茶町が農業者以外の方に自然と触れ合い、農業に対する理解を深めてい

ただくために貸付けする農地を使用貸借するための申請となっております。 

 総会資料の４ページをご覧下さい。 

 これは標茶町農業委員会が決めました、特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する審査基

準を設けて記載しております。 

審査基準と致しましては、１０アール未満の農地の貸付けで、相当数の者を貸付け対象として、

定型的な条件で行われること。 

営利目的としない農作物の栽培の農地の貸付けであること。 

貸付期間が５年を超えないこととなっております。 

この審査基準に基づいてですね、審査を行うんですけれども、特定農地貸付に関する農地法等の

特例に関する法律の貸付要件に倣い、審査基準を制定しておりますので、審査の方をお願いしたい

と思います。 

今回の申請の内容につきましては、資料の６ページをご覧下さい。 

これは、標茶町における貸付規程となっており、第４条に貸付の条件がございます。 



9 

 

条件につきましては、当該年の１１月３０日まで貸付をすること、賃料については無料とすると

なっております。 

また区画については、資料の１１ページをご覧下さい。 

区画予定図となっておりまして、１区画が１０メートル×５メートルとなっており、１区画５０

㎡となっております。 

 なお、１０アール未満の農地の考え方というのは、利用者１人当たりの面積と判断いたしますの

で、判断の方を宜しくお願い致します。 

それでは議案に戻りまして、番号１について説明させていただきます。 

 番号１。 

申請人住所、氏名、●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●さん。 

 所在、●●●●●●●●●●●●。 

 登記簿、現況共に畑。 

 外９筆となっております。 

 面積は、７，０１３㎡の内２，０００㎡。 

 貸付期間は、許可の日から令和２年１１月３０日まで。 

 権利の種類は、使用貸借権。 

 権利取得の相手方、住所、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 この農地の区域はですね、都市計画区域内となっております。 

●●●●●●●●、●●●●●●●●、●●●●の事業名となっております。 

 以上です。 

○会長（佐 日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐 日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐 日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって議案第１７３号、内容１件は原案可決されました。 

 

    ◎閉議の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） これをもちまして、第３３標茶町農業委員会総会に付議されました案件

の審議は、全部終了致しました。 

 

◎閉会の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） 第３３回標茶町農業委員会総会を閉会致します。 

 どうも御苦労さまでした。 

 

（午前１０時２３分閉会） 


